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ＬＰガス業界の現状と課題ＬＰガス業界の現状と課題
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こんなところにもＬＰガスがこんなところにもＬＰガスがこんなところにもＬＰガスが
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全国津々浦々にまで供給全国津々浦々にまで供給全国津々浦々にまで供給

都市部はもとより山間部
も離島も、日本の国土の
隅々までＬＰガスは供給さ
れています。

都市部はもとより山間部都市部はもとより山間部
も離島も、日本の国土のも離島も、日本の国土の
隅々までＬＰガスは供給さ隅々までＬＰガスは供給さ
れています。れています。

都市ガスの供給エリアは５.５％都市ガスの供給エリアは５都市ガスの供給エリアは５..５％５％

全国３７万８千平方ｋｍの隅々まで全国３７万８千平方ｋｍの隅々まで
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ＬＰガスが家庭に届くまでＬＰガスが家庭に届くまでＬＰガスが家庭に届くまで

産ガス国産ガス国

輸入船輸入船

コスタルタンカーコスタルタンカー

二次基地二次基地

充填所充填所

販売店販売店

輸入基地輸入基地

一般家庭一般家庭



5

発熱量が高く、気化・液化も容易発熱量が高く、気化・液化も容易発熱量が高く、気化・液化も容易

天然ガス（LNG）天然ガス天然ガス（（LNGLNG）） １３Ａ１３Ａ１３Ａ プロパンプロパンプロパン ブタンブタンブタン

87％8787％％ 100％100100％％ 218％218218％％ 282％282282％％

３０,０００３０３０,,００００００

２０,０００２０２０,,００００００

１０,０００１０１０,,００００００

都市ガス１３Ａは、天然
ガス（LNG）にＬＰガス
を混ぜて製造されます。

都市ガス１３Ａは、天然都市ガス１３Ａは、天然
ガスガス（（LNGLNG））にＬＰガスにＬＰガス
を混ぜて製造されます。を混ぜて製造されます。

ｋｃａｌｋｃａｌｋｃａｌ

ｋｃａｌｋｃａｌｋｃａｌ

ｋｃａｌｋｃａｌｋｃａｌ

発熱量発熱量

対対 比比

9,600
kcal/m3
9,6009,600

kcal/mkcal/m33
11,000
kcal/m3
11,00011,000
kcal/mkcal/m33

24,000
kcal/m3
24,00024,000
kcal/mkcal/m33

31,000
kcal/m3
31,00031,000
kcal/mkcal/m33
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ＬＰガス需要量は約1,900万トンＬＰガス需要量は約ＬＰガス需要量は約1,9001,900万トン万トン

都市ガス用
１９１万㌧ １０.３％

都市ガス用都市ガス用
１９１万１９１万㌧㌧ １０１０..３％３％

化学原料用 ２３５万㌧ １２.７％化学原料用化学原料用 ２３５万２３５万㌧㌧ １２１２..７％７％

自動車用 １５３万㌧
８.２％

自動車用自動車用 １５３万１５３万㌧㌧
８８..２％２％

工業用 ４７１万㌧ ２５.４％工業用工業用 ４７１万４７１万㌧㌧ ２５２５..４％４％

家庭業務用
７６０万㌧ ４０.９％
家庭業務用家庭業務用
７６０万７６０万㌧㌧ ４０４０..９％９％

出所：経済産業省資源エネルギー庁（２００１年度）出所：経済産業省資源エネルギー庁（２００１年度）出所：経済産業省資源エネルギー庁（２００１年度）

電力用 ３９万㌧
２.１％

電力用電力用 ３９万３９万㌧㌧
２２..１％１％

輸出 ８万㌧ ０.４％輸出輸出 ８万８万㌧㌧ ００..４％４％
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民生用として不可欠なエネルギー民生用として不可欠なエネルギー民生用として不可欠なエネルギー

家庭用 2600万世帯家庭用家庭用 26002600万世帯万世帯
全国4,800万世帯のうちの54％の世帯がLPガスを使っています。全国4,800万世帯のうちの54％の世帯がLPガスを使っています。

業務用 100万件業務用業務用 100100万件万件
レストラン、飲食店、病院、ホテルなど。レストラン、飲食店、病院、ホテルなど。

自動車用 29万台自動車用自動車用 2929万台万台
このうち24万台がタクシーで、全タクシーの92％に相当します。
またLPガススタンドは約1900ヶ所あり、天然ガススタンド約
170ヶ所に比べて充実しています。

このうち24万台がタクシーで、全タクシーの92％に相当します。
またLPガススタンドは約1900ヶ所あり、天然ガススタンド約
170ヶ所に比べて充実しています。
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注目されるLPガス機器などの開発・普及注目される注目されるLPLPガス機器などの開発・普及ガス機器などの開発・普及

● 先進型LPガス車●● 先進型先進型LPLPガス車ガス車

● LPガス燃料電池●● LPLPガス燃料電池ガス燃料電池

● 高効率LPガス機器●● 高効率高効率LPLPガス機器ガス機器



9

省エネ・クリーンな先進型ＬＰガス自動車省エネ・クリーンな先進型ＬＰガス自動車省エネ・クリーンな先進型ＬＰガス自動車

先進型LPガス自動車は省エネ化とともに、
炭酸ガス・NOｘなどの排ガスをクリーン化
先進型先進型LPLPガス自動車は省エネ化とともに、ガス自動車は省エネ化とともに、
炭酸ガス・炭酸ガス・NONOｘなどの排ガスをクリーン化ｘなどの排ガスをクリーン化

2002年4月、LPガス自動車が
グリーン購入法の特定調達
品目に指定

20022002年年44月、月、LPLPガス自動車がガス自動車が
グリーン購入法の特定調達グリーン購入法の特定調達
品目に指定品目に指定
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リン酸形燃料電池はすでに実用化リン酸形燃料電池はすでに実用化リン酸形燃料電池はすでに実用化

世界初の商用（病院）に設
置されたＬＰガス燃料電池。
リン酸形２００ｋＷ級。

世界初の商用（病院）に設世界初の商用（病院）に設
置されたＬＰガス燃料電池。置されたＬＰガス燃料電池。
リン酸形２００ｋＷ級。リン酸形２００ｋＷ級。

家庭用１ｋＷ級の固体高分
子形ＬＰガス燃料電池は2006
年度にも実用化。

家庭用１ｋＷ級の固体高分家庭用１ｋＷ級の固体高分
子形ＬＰガス燃料電池は子形ＬＰガス燃料電池は20062006
年度にも実用化。年度にも実用化。
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更に高効率化するGHP・給湯機・
マイクロガスエンジン
更に高効率化する更に高効率化するGHPGHP・給湯機・・給湯機・
マイクロガスエンジンマイクロガスエンジン

ＧＨＰ（ガスヒートポンプ）

従来型の約１.４倍の高効率化を目標。

ＧＨＰ（ガスヒートポンプ）ＧＨＰ（ガスヒートポンプ）

従来型の約１従来型の約１..４倍の高効率化を目標。４倍の高効率化を目標。

マイクロガスエンジン
総合効率は85％で、近く発売予定。
マイクロガスエンジンマイクロガスエンジン
総合効率は総合効率は8585％で、近く発売予定。％で、近く発売予定。

給湯器

炭酸ガス14％低減で、すでに市販。

給湯器給湯器

炭酸ガス炭酸ガス1414％低減で、すでに市販。％低減で、すでに市販。
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新バルク供給で流通合理化新バルク供給で流通合理化新バルク供給で流通合理化

バルクローリーでお客様のところま
で。この新バルク供給は効率のよ
いシステムで世界の主流となって
いる。

バルクローリーでお客様のところまバルクローリーでお客様のところま
で。この新バルク供給は効率のよで。この新バルク供給は効率のよ
いシステムで世界の主流となっていシステムで世界の主流となって
いる。いる。

現在、レストランやマンションを中心
に約５０,０００ヶ所に設置。今後は、

一般家庭でも主流に。

現在、レストランやマンションを中心現在、レストランやマンションを中心
に約５０に約５０,,０００ヶ所に設置。今後は、０００ヶ所に設置。今後は、

一般家庭でも主流に。一般家庭でも主流に。
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世界の生産量約２億㌧世界の生産量約２億㌧

製油所から３９％製油所から３９％製油所から３９％ 天然ガス田等から６１％天然ガス田等から６１％天然ガス田等から６１％

石油・天然ガスの枯渇なければ資源的には不安なし石油・天然ガスの枯渇なければ資源的には不安なし石油・天然ガスの枯渇なければ資源的には不安なし
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需給バランスからも供給面は安定需給バランスからも供給面は安定需給バランスからも供給面は安定

アジアのLPガス輸入量アジアのアジアのLPLPガス輸入量ガス輸入量
2000年

2,700万トン
20002000年年

2,7002,700万トン万トン
2010年

3,700万トン
20102010年年

3,7003,700万トン万トン

新規輸出プロジェクト
2003年～2008年

1,780万トン

新規輸出プロジェクト新規輸出プロジェクト
20032003年～年～20082008年年

1,7801,780万トン万トン

スエズ以東980万トン

スエズ以西800万トン

スエズ以東スエズ以東980980万トン万トン

スエズ以西スエズ以西800800万トン万トン
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中東依存度の低減に向けて中東依存度の低減に向けて中東依存度の低減に向けて

輸入量（75％）輸入量（輸入量（7575％）％） 国内生産（25％）国内生産（国内生産（2525％）％）

中東 1,138万トン 79％中東中東 1,1381,138万トン万トン 7979％％

中東以外 298万トン 21％中東以外中東以外 298298万トン万トン 2121％％

輸入数量 1,436万トン（2001年度）輸入数量輸入数量 1,4361,436万トン（万トン（20012001年度）年度）
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CPによりLPガスターム価格が決定CPCPによりによりLPLPガスターム価格が決定ガスターム価格が決定

ＣＰ（コントラクト･プライス）は、 １９９４
年１０月から導入されたサウジアラムコのＬＰ
ガスターム契約者向け公示価格。毎月のスポッ
ト入札や市況などに基づき、アラムコ独自に決
定し、他の中東産ガス国もこの価格を採用して
いる。

このCPは割高で推移しており、解消に向けての
努力を重ねています。

ＣＰ（コントラクトＣＰ（コントラクト･･プライス）は、プライス）は、 １９９４１９９４
年１０月から導入されたサウジアラムコのＬＰ年１０月から導入されたサウジアラムコのＬＰ
ガスターム契約者向け公示価格。毎月のスポッガスターム契約者向け公示価格。毎月のスポッ
ト入札や市況などに基づき、アラムコ独自に決ト入札や市況などに基づき、アラムコ独自に決
定し、他の中東産ガス国もこの価格を採用して定し、他の中東産ガス国もこの価格を採用して
いる。いる。

このこのCPCPは割高で推移しており、解消に向けてのは割高で推移しており、解消に向けての
努力を重ねています。努力を重ねています。



17

2010年度には輸入量の約90日分の備蓄量を確保20102010年度には輸入量の約年度には輸入量の約9090日分の備蓄量を確保日分の備蓄量を確保

民間備蓄
５０日分（約200万トン）常時保有
民間備蓄民間備蓄
５０日分（約５０日分（約200200万トン）常時保有万トン）常時保有

国家備蓄
２０１０年度１５０万㌧

（約40日分）

国家備蓄国家備蓄
２０１０年度１５０万２０１０年度１５０万㌧㌧

（約（約4040日分）日分）

備蓄量は約９０日分備蓄量は約９０日分備蓄量は約９０日分
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災害時に極めて有効災害時に極めて有効災害時に極めて有効
阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災

実質２週間で実質２週間で
点検を完了点検を完了

マイコンメーターで安
全を点検し、夕方に
はお風呂に入ったＬ
Ｐガス世帯も多い。

マイコンメーターで安マイコンメーターで安
全を点検し、夕方に全を点検し、夕方に
はお風呂に入ったＬはお風呂に入ったＬ
Ｐガス世帯も多い。Ｐガス世帯も多い。
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10分の1程度にまで減少したＬＰガス事故件数1010分の分の11程度にまで減少したＬＰガス事故件数程度にまで減少したＬＰガス事故件数

出所：経済産業省原子力安全・保安院液化石油ガス保安課出所：経済産業省原子力安全・保安院液化石油ガス保安課

件

793

515

401

194
146

8778797568
1018882112

306
390

262

3.9
11.4

51.3

75.5

95.2 99.1
98.7

97.9

1.1

26.4

800800

700700

600600

500500

300300

200200

400400

100100

00
’’7979 ’’8686 ’’9090 ’’9595 ’’0000

100100％％

9090％％

8080％％

7070％％

6060％％

5050％％

4040％％

3030％％

2020％％

1010％％

00％％

LPガス事故件数LPLPガス事故件数ガス事故件数

LPガス安全器具普及率LPLPガス安全器具普及率ガス安全器具普及率
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ＬＰガス集中監視システ
ムは、全国、４５０万以
上のご家庭に設置され
ています。

ＬＰガス集中監視システＬＰガス集中監視システ
ムは、全国、４５０万以ムは、全国、４５０万以
上のご家庭に設置され上のご家庭に設置され
ています。ています。

集中監視システムで24時間安全確保集中監視システムで集中監視システムで2424時間安全確保時間安全確保
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総合エネルギー調査会需給部会中間報告総合エネルギー調査会需給部会中間報告総合エネルギー調査会需給部会中間報告

『ＬＰガスは環境負荷が相対的に小さ
く、 化石エネルギーの中ではＬＮＧと
共にクリーンエネルギーとしても位置
付けられる』

『『ＬＰガスは環境負荷が相対的に小さＬＰガスは環境負荷が相対的に小さ
く、く、 化石エネルギーの中ではＬＮＧと化石エネルギーの中ではＬＮＧと
共にクリーンエネルギーとしても位置共にクリーンエネルギーとしても位置
付けられる付けられる』』

と明記され、2002年4月のガス市場整備基
本問題研究会の報告書でも同様の記述がな
されています。

と明記され、と明記され、20022002年年44月のガス市場整備基月のガス市場整備基
本問題研究会の報告書でも同様の記述がな本問題研究会の報告書でも同様の記述がな
されています。されています。

LNGと共にクリーンエネルギーLNGLNGと共にクリーンエネルギーと共にクリーンエネルギー



23

財団法人財団法人 地球環境産業技術研究機構（地球環境産業技術研究機構（RITERITE））

温室効果ガス排出量比較温室効果ガス排出量比較温室効果ガス排出量比較

１．ＬＰガスの温室効果ガス（１．ＬＰガスの温室効果ガス（COCO22）排出原単位は石炭や石油）排出原単位は石炭や石油
に比べて小さい。に比べて小さい。
また、ＬＰガスとＬＮＧ、都市ガス（また、ＬＰガスとＬＮＧ、都市ガス（13A13A）の）のCOCO22排出原排出原
単位はガス体燃料としてほぼ同等である。単位はガス体燃料としてほぼ同等である。

２．厨房、給湯、空調、発電分野における２．厨房、給湯、空調、発電分野におけるCOCO22排出原単位は、排出原単位は、
ガス機器の方が電気より大幅に小さい。ガス機器の方が電気より大幅に小さい。
特に、業務用分野におけるＧＨＰはＥＨＰより大幅に削減特に、業務用分野におけるＧＨＰはＥＨＰより大幅に削減
できる。できる。

３．ガスエンジンコージェネ機器や燃料電池（ＬＰガス利用）は、３．ガスエンジンコージェネ機器や燃料電池（ＬＰガス利用）は、
回収廃熱の徹底利用を図れば商用電力利用時より回収廃熱の徹底利用を図れば商用電力利用時よりCOCO22排出排出
量を大幅に削減できる。量を大幅に削減できる。



24

各種エネルギーのCO2排出原単位比較
（LCA・真発熱量ベース）

各種エネルギーのCO2排出原単位比較
（（LCALCA・真発熱量ベース）・真発熱量ベース）

0 20 40 60 80 100 120

燃焼燃焼

設備設備

二次生産二次生産

輸送輸送

生産生産

石炭

石油

ＬＮＧ

都市ガス

ＬＰガス

財団法人財団法人 地球環境産業技術研究機構（地球環境産業技術研究機構（RITERITE））

温室効果ガス排出原単位［g-C/Mcal］
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給湯分野のCO2排出原単位
（ＬＣＡベース）

給湯分野のCO2排出原単位
（ＬＣＡベース）（ＬＣＡベース）

財団法人財団法人 地球環境産業技術研究機構（地球環境産業技術研究機構（RITERITE））

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

原
単

位
［
g-

C
/M

ca
l］

瞬間湯沸器貯湯温水器 ガスエンジン
コージェネ

燃料電池
（ＰＥＦＣ）

貯湯温水器

ガス 灯油 灯油 Eヒーター 6kW 22kW 1kW 25kW HP温水器

400

350

300

250

200

150

100

50

0

直接加熱型 間接型・熱回収型

100.3 106.3 104.1

392.8

48.1 52.5
81.3 66.8 81.2

＊ガス機器、ガスエンジンコージェネおよび燃料電池はLPガスを燃料に使用した場合の値。
＊電気機器は火力平均の需要端での電力を使用した場合の値。
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空調分野のCO2排出原単位（冷暖房平均）
（LCAベース）

空調分野のCO2排出原単位（冷暖房平均）
（（LCALCAベース）ベース）
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28kW EHP 28kW GHP 56kW EHP 56kW GHP

財団法人財団法人 地球環境産業技術研究機構（地球環境産業技術研究機構（RITERITE））

＊GHPはLPガスを燃料に使用した場合の値。 ＊EHPは火力平均の需要端での電力を使用した場合の値。

（電気） （LPガス） （電気） （LPガス）
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発電分野のCO2排出原単位
（LCAベース）

発電分野のCO2排出原単位
（（LCALCAベース）ベース）

財団法人財団法人 地球環境産業技術研究機構（地球環境産業技術研究機構（RITERITE））
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66.8 81.3
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22kW 6kW 22kW 1kW 火力平均 全電源平均

ガスエンジン・コジェネ 燃料電池（PEFC） 商用電力

＊ガスエンジンコージェネおよび燃料電池はLPガスを燃料として使用
＊破線は熱回収が行われない場合の原単位
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一般ケース オール電化 燃料電池

厨房用

給湯用

暖房用

冷房用

動力他

エネルギー機器の組合せによるCO2排出量（戸建住宅）
（LCAベース・燃料電池を中心とした機器組合せ）

エネルギー機器の組合せによるエネルギー機器の組合せによるCOCO22排出量排出量（戸建住宅）（戸建住宅）
（LCALCAベースベース・・燃料電池を中心とした機器組合せ燃料電池を中心とした機器組合せ）

一般ケース：ガス厨房、ガス給湯、灯油暖房、電気エアコン冷房、動力は電力
オール電化：IH厨房、電気ヒーター給湯、電気エアコン冷暖房、動力は電力
燃料電池 ：ガス厨房、PEFC給湯、電気エアコン冷暖房、動力の一部はPEFC発電

財団法人財団法人 地球環境産業技術研究機構（地球環境産業技術研究機構（RITERITE））

＊ガス機器および燃料電池はLPガスを燃料に使用した場合の値。
＊電気機器は火力平均の需要端での電力を使用した場合の値。

（PEFC）
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財団法人財団法人 地球環境産業技術研究機構（地球環境産業技術研究機構（RITERITE））

エネルギー機器の組合せによるCO2排出量（戸建住宅）
（LCAベース・ガスエンジンコージェネを中心とした機器組合せ）

エネルギー機器の組合せによるエネルギー機器の組合せによるCOCO22排出量排出量（戸建住宅）（戸建住宅）

（（LCALCAベースベース・・ガスエンジンコージェネを中心とした機器組合せガスエンジンコージェネを中心とした機器組合せ））

一般ケース：ガス厨房、ガス給湯、灯油暖房、電気エアコン冷房、動力は電力
オール電化：IH 厨房、電気ヒーター給湯、電気エアコン冷暖房、動力は電力
ガスエンジンコージェネ：ガス厨房、ガスエンジンコージェネ給湯、電気エアコン冷暖房、
動力の一部はガスエンジンコージェネ発電

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

C
O

2
排

出
量

［
k
g
-
C

/
年

/
世

帯
］

一般ケース オール電化 ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝｺｰｼﾞｪﾈ

厨房用

給湯用

暖房用

冷房用

動力他

＊ガス機器およびガスエンジンコージェネはLPガスを燃料に使用した場合の値。
＊電気機器は火力平均の需要端での電力を使用した場合の値。
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自動車の排ガス比較
（トヨタクラウン２０００cc）

LPガス自動車はCNG自動車と同等にクリーン

自動車の排ガス比較
（トヨタクラウン２０００（トヨタクラウン２０００cccc））

LPLPガス自動車はガス自動車はCNGCNG自動車と同等にクリーン自動車と同等にクリーン

＊測定モードは10・15モードによる値［g／km］
＊国土交通省改造申請・型式申請値
＊H12年度規制は平均値

COCO排出量（排出量（g/g/ｋｍ）ｋｍ） HCHC排出量（排出量（g/g/ｋｍ）ｋｍ）

NOxNOx排出量（排出量（g/g/ｋｍ）ｋｍ） COCO22排出量（排出量（g/g/ｋｍ）ｋｍ）

LPガス車 LPガス車

LPガス車

LPガス車

CNG車 CNG車

CNG車CNG車

0.40.4

0.30.3

0.20.2

0.0.11

0.00.0

0.080.08

0.060.06

0.040.04

0.020.02

0.000.00

0.050.05

0.040.04

0.030.03

0.020.02

0.010.01

0.000.00

300300

250250
200200

150150
100100

5050

00



31



32

一次エネルギーとして石油の内数からの独立を一次エネルギーとして石油の内数からの独立を一次エネルギーとして石油の内数からの独立を

独立したガス体エネルギーとして位置付け独立したガス体エネルギーとして位置付け

● 供給面は安定

● 環境に優しい

● 全家庭の54％に普及

●● 供給面は安定供給面は安定

●● 環境に優しい環境に優しい

●● 全家庭の全家庭の5454％に普及％に普及
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イコールフッティングの実現をイコールフッティングの実現をイコールフッティングの実現を
－助成の観点から－－助成の観点から－－助成の観点から－

◆ 天然ガス自動車導入やスタンド設置に
対する補助金優遇

◆ 天然ガス自動車購入に対する法人税額
控除または特別償却制度適用

◆ LPガス自動車には石油ガス税が賦課

◆ 所定のガス製造設備等に対する固定資
産税の軽減など

◆◆ 天然ガス自動車導入やスタンド設置に天然ガス自動車導入やスタンド設置に
対す対する補助金優遇る補助金優遇

◆◆ 天然ガス自動車購入に対する法人税額天然ガス自動車購入に対する法人税額
控除または特別償却制度適用控除または特別償却制度適用

◆◆ LPLPガス自動車には石油ガス税が賦課ガス自動車には石油ガス税が賦課

◆◆ 所定のガス製造設備等に対する固定資所定のガス製造設備等に対する固定資
産税の軽減など産税の軽減など

以上、LPガスも同じガス体エネルギーとして天然ガスと
同等に取り扱われるべきである。
以上、以上、LPLPガスも同じガス体エネルギーとして天然ガスとガスも同じガス体エネルギーとして天然ガスと
同等に取り扱われるべきである。同等に取り扱われるべきである。
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イコールフッティングの実現をイコールフッティングの実現をイコールフッティングの実現を
－備蓄義務の観点から－－備蓄義務の観点から－－備蓄義務の観点から－

なしなしなしなし天然ガス天然ガス

150150万トン（約万トン（約4040日分）日分）

（（20102010年度）年度）
5050日分日分ＬＰガスＬＰガス

国家国家民間民間備蓄義務備蓄義務
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イコールフッティングの実現をイコールフッティングの実現をイコールフッティングの実現を
－規制緩和の観点から－－規制緩和の観点から－－規制緩和の観点から－

規制緩和前：規制緩和前：規制緩和前：

規制緩和後：規制緩和後：規制緩和後：

規制等によりエネルギー産業間の競争

（電力・都市ガス・天然ガス・LPガス等）

規制等によりエネルギー産業間の競争規制等によりエネルギー産業間の競争

（電力・都市ガス・天然ガス・（電力・都市ガス・天然ガス・LPLPガス等）ガス等）

エネルギー産業間の競争活発化エネルギー産業間の競争活発化エネルギー産業間の競争活発化

公平・公正な競争条件下での競争が必要公平・公正な競争条件下での競争が必要公平・公正な競争条件下での競争が必要

イコールフッティングの実現イコールフッティングの実現イコールフッティングの実現

小小
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まとめまとめまとめ
● 供給面は安定

● 環境に優しい

● 取り扱いが簡便なエネルギー

● 災害に強い

● 全家庭の54％に普及

● タクシーや産業用にも幅広く

●● 供給面は安定供給面は安定

●● 環境に優しい環境に優しい

●● 取り扱いが簡便なエネルギー取り扱いが簡便なエネルギー

●● 災害に強い災害に強い

●● 全家庭の全家庭の5454％に普及％に普及

●● タクシーや産業用にもタクシーや産業用にも幅広く幅広く



37

日本ＬＰガス協会日本ＬＰガス協会

ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．j-ｌｐｇａｓ．gｒ．ｊｐ/ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：////ｗｗｗ．ｗｗｗ．jj--ｌｐｇａｓ．ｌｐｇａｓ．ggｒ．ｊｐｒ．ｊｐ//

ご静聴、誠にありがとうございました。ご静聴、誠にありがとうございました。


